
ア
プ
ロ
ー
チ
を
図
る
企
業
も

出
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
活
動
の
継
続
化
に

も
各
社
が
注
力
す
る
。
そ
の

た
め
に
、
現
場
に
負
担
が
か

か
ら
な
い
形
を
模
索
す
る
と

と
も
に
、
そ
の
意
義
や
狙
い

を
従
業
員
が
的
確
に
理
解
す

る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
接

客
な
ど
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
が

話
題
に
あ
が
る
ケ
ー
ス
も
少

な
く
な
く
、
そ
の
積
み
重
ね

が
地
域
社
会
の
理
解
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
企
業
も
あ

る
。

果
的
な
も
の
と
す
る
た
め
、

各
社
が
課
題
特
定
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
自
治
体
と
包
括

連
携
協
定
を
締
結
す
る
動
き

は
そ
の
一
環
だ
。
協
定
締
結

を
契
機
に
、
自
治
体
と
企
業

の
担
当
者
レ
ベ
ル
で
の
話
し

合
い
の
場
を
定
期
的
に
設
定

し
、
直
近
の
地
域
課
題
へ
の

抱
え
る
課
題
の
解
消
に
向
け

た
取
り
組
み
が
活
発
で
あ

る
。そ

の
取
り
組
み
は
企
業
・

団
体
ご
と
に
特
色
あ
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
根
差
し
て

い
る
自
治
体
や
地
域
に
よ
っ

て
抱
え
て
い
る
課
題
が
異
な

っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
他

社
と
の
差
別
化
を
図
り
た
い

と
い
う
意
図
が
あ
る
。
そ
の

背
景
に
は
、
自
社
の
宣
伝
や

企
業
価
値
の
向
上
に
加
え
、

採
用
活
動
に
生
か
し
た
い
と

い
う
狙
い
が
あ
る
。
若
年
層

を
中
心
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理

解
が
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
就
職
活
動
に
お
け
る
企

業
選
び
の
軸
の
一
つ
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
入
れ
る
学
生
が
珍
し

く
な
い
と
い
う
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
よ
り
効

は
、
地
域
に
根
差
す
企
業
・

団
体
と
し
て
、
地
域
社
会
が

た
活
動
を
積
極
的
に
展
開
。

特
に
自
動
車
流
通
業
界
で

会
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
。

国
内
の
自
動
車
産
業
で

も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
設
定
さ
れ

て
い
る
ゴ
ー
ル
が
産
業
の
存

続
に
関
連
す
る
課
題
を
包
含

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
メ
ー

カ
ー
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
、
販

売
を
問
わ
ず
に
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
追
求
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
消
に
向
け

２
０
１
５
年
に
国
際
連
合

の
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
で

よ
り
良
い
社
会
の
実
現
を
目

指
す
と
い
う
世
界
共
通
の
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
目
標
を

構
成
す
る
の
は
、
社
会
・
経

済
・
環
境
の
そ
れ
ぞ
れ
の
側

面
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
17
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
。
そ
の
取
り
組

み
や
す
さ
も
あ
っ
て
、
国
内

で
も
幅
広
く
活
動
が
展
開
さ

れ
て
き
た
。
ま
た
、
政
府
や

企
業
の
継
続
的
な
宣
伝
に
加

え
、
学
校
教
育
な
ど
を
通
じ

て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学
ぶ
機
会
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
、
名
称
だ
け
で
な

く
、
そ
の
意
義
や
狙
い
も
社

特集

首
都
圏
の
自
動
車
流
通
業
界
で
は
、
企
業
活
動
と
し
て

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
取
り
組
み
が

加
速
し
て
い
る
。
２
０
３
０
年
を
達
成
期
限
と
す
る
17
の

ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
見
据
え
、
企
業
・
団

体
ご
と
に
特
色
あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
地
域
貢

献
、
安
心
・
安
全
な
ク
ル
マ
社
会
の
実
現
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
追
求
な
ど
、
そ
の
狙
い
が
多
岐
に
わ
た
る

中
、
地
域
社
会
や
顧
客
、
さ
ら
に
は
自
社
の
従
業
員
に
対

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
ど
の
よ
う
に
伝
え
、
理
解
し
て
も

ら
え
る
か
を
強
く
意
識
し
た
活
動
が
目
立
っ
て
い
る
。

加速する首都圏自動車流通業界の取り組み

積
極
的
活
動
が
生
み
出
す
も
の
と
は

(10)2 0 2 6年(令和8年)6月4日号



ウエインズトヨタ神奈川

希少動物の保護や繁殖活動を支援希少動物の保護や繁殖活動を支援
うんちプロジェクトを分かりやすく
講義した

動物糞の肥料を使い親子で
花植えを体験

ウ
エ
イ
ン
ズ
ト
ヨ
タ
神
奈
川
（
宮
原

漢
二
社
長
）
は
地
域
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
、
横
浜
市
旭
区
の
「
よ
こ
は
ま

動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
」
で
飼
育
さ
れ
て

い
る
希
少
動
物
の
保
護
や
繁
殖
活
動
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

２
０
２
６
年
１
月
31
日
、
同
園
で
動

物
糞
の
処
理
に
関
す
る
実
証
実
験
の
発

表
会
を
開
催
し
、
約
30
組
の
親
子
が
参

加
し
た
。
こ
の
実
験
は
「
う
ん
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
名
称
で
、
24
年
か
ら
同

社
と
山
形
大
学
、
損
害
保
険
ジ
ャ
パ

ン
、
同
園
の
４
者
が
ア
メ
リ
カ
ミ
ズ
ア

ブ
を
活
用
し
動
物
の
糞
を
肥
料
に
す
る

取
り
組
み
。
こ
の
日
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
「
ウ
エ
イ
ン
ズ
デ
ー
」
と
題
し

入
園
料
を
無
料
と
し
た
。

発
表
会
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
責
任

者
で
同
大
学
の
佐
藤
智
准
教
授
が
登
壇

し
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
、
う
ん
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
分
か
り
や
す
く
講
義
。

ま
た
今
回
の
実
験
で
作
ら
れ
た
オ
カ
ピ

な
ど
の
糞
に
よ
る
肥
料
を
使
っ
た
親
子

で
の
花
植
え
体
験
や
動
物
の
糞
な
ど
に

関
す
る
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
も
行
わ
れ
、
参

加
し
た
子
ど
も
ら
は
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

を
通
じ
て
、
佐
藤
准
教
授
が
語
っ
た

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
特
別
な
こ
と
で
は
な

い
」
こ
と
を
実
感
し
た
。

同
社
の
印
出
和
憲
副
会
長
は
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
楽
し
み
な
が
ら
勉

強
し
、
循
環
型
社
会
の
実
現
へ
の
取
り

組
み
に
対
し
て
理
解
に
つ
な
が
れ
ば
」

と
語
り
、
今
後
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
す
る

関
心
を
深
め
る
活
動
を
継
続
し
て
行
っ

て
い
く
考
え
だ
。

神奈川トヨタ

新入社員の研修兼ね森林保護活動新入社員の研修兼ね森林保護活動
今年度の新入社員219人が参加（写真は
エンジニア職）

木を切り倒す伐採作業を体験

神
奈
川
ト
ヨ
タ
（
安
藤
栄
一
社
長
）

は
、
神
奈
川
県
の
「
か
な
が
わ
水
源
の

森
林
づ
く
り
事
業
」
へ
の
協
力
の
一
環

と
し
て
、
１
９
９
８
年
か
ら
寄
付
と
と

も
に
「
プ
リ
ウ
ス
森
木
会
（
し
ん
ぼ
く

か
い
）
」
の
名
称
で
森
林
保
護
活
動
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

昨
年
か
ら
は
研
修
の
一
環
と
し
て
新

入
社
員
を
対
象
と
し
た
プ
リ
ウ
ス
森
木

会
を
開
催
し
、
活
動
を
通
じ
て
自
社
の

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

る
。
今
年
は
４
月
８
・
９
・
15
日
の
３

日
間
で
営
業
・
事
務
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
職

の
計
２
１
９
人
が
参
加
し
た
。
会
場

は
、
南
足
柄
市
の
「
神
奈
川
県
立
21
世

紀
の
森
」
で
実
施
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
か

な
が
わ
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

会
」
の
協
力
で
、
森
林
の
間
伐
作
業
と

木
工
工
作
の
体
験
、
自
然
観
察
を
行
っ

た
。グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
の
下
、
間
伐
す
る
木
を

決
め
、
の
こ
ぎ
り
を
使
い
、
木
を
切
り

倒
す
伐
採
作
業
の
ほ
か
、
竹
の
伐
採
に

よ
る
竹
林
の
整
備
な
ど
を
行
っ
た
。
ま

た
木
工
工
作
で
は
か
ん
な
や
紙
や
す
り

を
使
い
、
箸
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。

「
プ
リ
ウ
ス
な
ど
の
電
動
車
販
売
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た
自
分
の
仕
事

が
自
然
を
守
る
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
、
価
値
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
言
葉

で
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

（
同
社
）
と
し
、
社
内
外
へ
の
理
解
促

進
に
努
め
て
い
く
。

ホンダカーズ東京

災害時帰宅困難者の受け入れ体制強化災害時帰宅困難者の受け入れ体制強化
江戸川店に設置した非常用貯水
タンク「マルチアクア」

ホンダカーズ東京江戸川店
（東京都江戸川区）

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
東
京
（
石
田
博
社

長
）
は
、
地
震
発
生
時
の
帰
宅
困
難
者

を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

押
上
店
（
東
京
都
墨
田
区
）
に
続
き
、

江
戸
川
店
（
同
江
戸
川
区
）
に
も
水
道

水
直
結
型
の
非
常
用
貯
水
タ
ン
ク
を
設

置
し
た
。
一
時
滞
在
施
設
と
し
て
設
備

や
備
蓄
品
な
ど
を
用
意
し
、
社
是
に
掲

げ
る
「
社
業
の
発
展
を
通
し
て
社
会
に

貢
献
」
に
結
び
付
け
る
。

同
社
は
「
普
段
か
ら
地
域
に
支
え
ら

れ
て
い
る
企
業
だ
か
ら
こ
そ
、
非
常
時

に
は
地
域
を
支
え
る
側
で
あ
り
た
い
」

と
考
え
る
。
こ
の
た
め
、
今
回
の
よ
う

な
帰
宅
困
難
者
の
受
け
入
れ
対
策
を
地

域
の
た
め
に
講
じ
る
こ
と
は
自
然
な
流

れ
だ
っ
た
と
い
う
。

自
治
体
か
ら
の
打
診
を
受
け
、
墨
田

区
（
２
０
２
３
年
９
月
）
、
江
戸
川
区

（
25
年
３
月
）
の
そ
れ
ぞ
れ
と
帰
宅
困

難
者
の
支
援
に
関
し
て
協
定
を
締
結
し

た
。
押
上
店
と
江
戸
川
店
の
両
店
舗
に

は
、
帰
宅
困
難
者
１
０
０
人
の
受
け
入

れ
を
想
定
し
、
飲
料
水
や
食
料
（
３
日

分
）
の
備
蓄
、
ト
イ
レ
の
提
供
な
ど
を

行
う
。
墨
田
区
と
は
、
26
年
３
月
５
日

に
一
時
滞
在
施
設
と
し
て
の
訓
練
を
実

施
し
、
東
京
都
の
シ
ス
テ
ム
が
実
際
に

運
用
で
き
る
か
確
認
も
行
っ
た
。
自
治

体
の
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
帰
宅
困
難
者
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
店
舗
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
し
て
い
る
。

11
年
の
東
日
本
大
震
災
や
19
年
の
房

総
半
島
台
風
を
き
っ
か
け
に
災
害
時
の

受
け
入
れ
体
制
を
強
化
す
る
機
運
が
高

ま
っ
た
。
地
域
住
民
に
日
ご
ろ
の
感
謝

を
伝
え
る
活
動
の
一
つ
と
し
て
注
力
し

て
い
く
。

無
線
通
信
機
器
の
動
作
確
認
も
行
っ

た
。
そ
の
他
、
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
Ｅ
Ｖ

「
ア
リ
ア
」
を
使
っ
て
日
産
の
Ｅ
Ｖ
の

特
徴
や
蓄
電
池
と
し
て
の
使
い
方
な
ど

の
説
明
も
行
い
、
Ｅ
Ｖ
の
走
る
蓄
電
池

と
し
て
の
有
用
性
へ
の
理
解
を
深
め

た
。日

産
東
京
で
は
、
災
害
発
生
に
備
え

都
内
の
14
自
治
体
や
９
つ
の
警
察
署
と

Ｅ
Ｖ
を
活
用
し
た
災
害
連
携
協
定
を
締

結
し
て
き
た
。
今
回
の
訓
練
以
外
に
も

自
治
体
や
警
察
署
が
各
地
で
行
う
訓
練

に
協
力
し
て
い
る
。
災
害
発
生
時
に

は
、
同
社
の
Ｅ
Ｖ
を
避
難
所
な
ど
に
無

償
で
提
供
す
る
。
平
時
か
ら
訓
練
に
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
自
治
体
や

警
察
と
の
連
携
を
深
め
、
万
が
一
の
災

害
に
備
え
る
。

日
産
東
京
（
宗
形
慎
一
郎
社
長
）

は
、
災
害
時
に
備
え
、
警
察
署
が
行
う

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
活
用
し
た
防

災
訓
練
に
協
力
し
て
い
る
。
地
震
や
風

水
害
に
よ
る
大
規
模
停
電
の
発
生
を
想

定
し
、
「
走
る
蓄
電
池
」
で
あ
る
Ｅ
Ｖ

を
使
っ
て
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
電
力
供
給

を
行
う
。
激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
、

民
間
企
業
と
警
察
が
連
携
を
深
め
る
。

日
産
東
京
は
、
警
視
庁
大
崎
警
察
署

が
２
０
２
６
年
１
月
に
実
施
し
た
給
電

車
両
を
使
っ
た
災
害
警
備
訓
練
に
参
加

し
た
。
地
震
に
よ
る
停
電
を
想
定
し
、

Ｅ
Ｖ
と
外
部
給
電
器
を
使
っ
た
信
号
機

の
動
作
確
認
を
、
実
際
の
交
差
点
で
訓

練
し
た
。
ま
た
、
災
害
対
策
本
部
で
は

日産東京販売ホールディングス

地元警察と連携し災害時に備え地元警察と連携し災害時に備え
ＥＶを使って信号へ給電した

無線通信機器の動作確認も

各社の取り組み

日本自動車販売協会連合会東京都支部

脱炭素コミュニケーターの育成を推進脱炭素コミュニケーターの育成を推進
自販連東京都支部が実施する脱
炭素コミュニケーターの研修会

参加型のカリキュラム

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
（
自

販
連
）
東
京
都
支
部
（
加
藤
和
夫
支
部

長
）
は
、
脱
炭
素
に
向
け
た
活
動
を
加

速
さ
せ
て
い
る
。
脱
炭
素
に
精
通
し
た

人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
「
脱
炭
素
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
」
は
２
０
２
４
年
６

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
直
近
で
は
５
回

目
と
な
り
多
数
の
認
定
者
を
輩
出
し
て

き
た
。
６
回
目
を
６
月
27
日
に
開
催
予

定
だ
。

脱
炭
素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の
研
修

会
で
は
、
講
師
に
よ
る
座
学
で
知
識
を

深
め
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
型
の
環
境

に
関
す
る
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
も
実
施
し
、

体
験
を
通
じ
た
研
修
を
特
徴
と
す
る
。

東
京
都
の
後
援
も
受
け
、
官
民
が
連
携

し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
脱
炭
素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー

は
、
自
販
連
山
形
県
支
部
で
始
ま
り
、

地
球
温
暖
化
防
止
全
国
ネ
ッ
ト
か
ら
の

協
力
も
得
て
東
京
都
支
部
で
は
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
を
継
承
し
な
が
ら
参
加
型
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、

発
展
さ
せ
た
経
緯
が
あ
る
。
今
後
は
他

支
部
で
の
実
施
を
後
押
し
し
、
東
京
都

支
部
と
し
て
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。
実
際
、
愛
知
県
支
部
や
大
阪
府
支

部
、
鳥
取
県
支
部
、
京
都
府
支
部
な
ど

で
は
東
京
都
支
部
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
形

で
実
現
に
至
っ
て
い
る
。

ま
た
、
専
務
理
事
の
細
沼
聡
氏
を
会

長
と
す
る
全
国
脱
炭
素
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
連
絡
協
議
会
が
昨
年
発
足
し
た
。

連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

タ
ー
の
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
統
一
化
や
認

定
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
っ
て

い
く
。
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題
と
な
り
、
民
間
事
業
者
な
ど
と
の
連

携
に
よ
る
車
両
の
確
保
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
。

協
定
内
容
は
、
災
害
発
生
時
に
協
定

を
締
結
し
た
自
治
体
に
あ
る
同
社
の
店

舗
に
配
備
す
る
ガ
ソ
リ
ン
車
や
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
、
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
の
試
乗
車
と
社
用
車
を

は
じ
め
、
常
備
し
て
い
る
発
電
機
な
ど

を
貸
与
し
、
物
資
輸
送
や
避
難
所
な
ど

で
の
給
電
に
活
用
し
て
も
ら
う
。

新
海
社
長
は
「
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー

は
地
域
と
密
着
し
て
事
業
を
展
開
し
て

い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
地
域
の
安
全
・

安
心
に
対
し
て
貢
献
で
き
る
こ
と
が
な

い
か
と
考
え
、
協
定
締
結
に
つ
な
が
っ

た
」
と
し
、
協
定
締
結
を
機
に
、
各
自

治
体
と
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
と
述

べ
た
。

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
中
央
神
奈
川
（
新
海

克
巳
社
長
）
は
、
地
域
の
安
全
・
安
心

に
対
し
て
貢
献
で
き
る
活
動
の
一
環
と

し
て
、
県
内
の
自
治
体
と
災
害
時
協
力

協
定
を
結
ん
で
い
る
。
２
０
２
３
年
９

月
に
本
社
が
あ
る
大
和
市
を
皮
切
り
に

秦
野
市
、
鎌
倉
市
、
平
塚
市
、
茅
ヶ
崎

市
、
厚
木
市
、
海
老
名
市
と
26
年
５
月

現
在
で
７
市
と
締
結
し
た
。

災
害
発
生
後
、
被
災
し
た
自
治
体
で

は
応
急
対
策
活
動
や
物
資
輸
送
、
被
災

者
支
援
な
ど
に
向
け
、
多
く
の
車
両
が

必
要
と
な
る
。
過
去
の
災
害
に
お
い
て

も
災
害
に
対
応
す
る
車
両
が
不
足
し
た

事
例
が
あ
り
、
各
自
治
体
が
所
有
す
る

公
用
車
だ
け
で
は
不
足
す
る
こ
と
が
課

ホンダカーズ中央神奈川

災害時協定で地域の安全･安心守る災害時協定で地域の安全･安心守る

災
害
支
援
に
提
供
す
る
車
両
に
専
用
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
付

店
舗
内
に
災
害
協
定
提
供
品
保
管
庫
を
設
置

い
。
ア
ラ
イ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
こ

う
し
た
会
員
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
と

廃
棄
物
削
減
の
一
助
と
な
る
べ
く
、
パ

ー
ツ
商
材
の
取
扱
拡
大
と
流
通
基
盤
の

強
化
を
進
め
て
き
た
。
今
年
９
月
か
ら

は
、
パ
ー
ツ
商
材
に
特
化
し
た
専
門
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
よ
り
幅
広
い

商
材
に
新
た
な
価
値
を
見
出
す
機
会
を

創
出
し
て
い
く
。
国
内
で
役
目
を
終
え

た
商
材
が
、
海
外
を
含
む
多
様
な
バ
イ

ヤ
ー
の
も
と
で
再
び
活
用
さ
れ
る
こ
と

で
、
循
環
型
社
会
の
実
現
に
繋
げ
て
い

く
。ま

た
当
社
は
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
協
会
の
評
議

員
と
し
て
、
募
金
活
動
や
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
じ
、
世
界

の
食
糧
問
題
や
被
災
地
支
援
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
事
業
活
動
と
社
会
貢
献

の
両
面
か
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

荒
井
商
事
（
荒
井
亮
三
社
長
）
が
運

営
す
る
ア
ラ
イ
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は
、

「
日
本
の
価
値
を
世
界
へ
」
と
い
う
考

え
の
も
と
、
中
古
商
材
の
二
次
流
通
を

促
進
し
、
資
源
の
有
効
活
用
と
廃
棄
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
・

建
機
・
農
機
な
ど
を
取
り
扱
う
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

こ
れ
ま
で
車
両
本
体
に
加
え
、
エ
ン
ジ

ン
な
ど
の
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
ツ
や
機
械
の

ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
等
も
取
り
扱
っ
て
き

た
。近

年
、
整
備
工
場
や
自
動
車
販
売
店

な
ど
で
は
、
ま
だ
使
用
で
き
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
長
期
在
庫
化
や
商
品
の
入

れ
替
え
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
処
分
さ

れ
て
い
る
部
品
・
機
材
が
少
な
く
な

荒井商事

中古商材の二次流通を促進中古商材の二次流通を促進
海外需要も高いトラックエンジン

建機キャビンも出品対象に

要
部
品
な
ど
で
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
を
実

施
し
て
き
た
。
今
回
は
デ
ザ
イ
ン
刷
新

に
よ
り
廃
棄
予
定
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
ウ
ェ

ア
で
挑
戦
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゴ
ル
フ

ラ
ウ
ン
ド
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。
５
月
８
日
か
ら
各
拠
点
で
販

売
を
開
始
。
担
当
者
は
「
Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
活

動
を
幅
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
契
機
に

し
た
い
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
５
月
16
日
か
ら
開
始
し
た

「
キ
フ
コ
レ
」
は
、
埼
玉
県
東
松
山
市

の
リ
ユ
ー
ス
業
者
の
浜
屋
が
展
開
す
る

サ
ー
ビ
ス
。
顧
客
や
従
業
員
か
ら
不
用

品
を
回
収
し
て
浜
屋
に
寄
付
す
る
こ
と

で
、
水
浄
化
剤
の
寄
付
、
障
が
い
者
の

就
労
支
援
な
ど
に
貢
献
で
き
る
と
い

う
。
担
当
者
は
「
お
客
さ
ま
と
社
員
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
意
識
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
埼
玉
（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
、

茂
木
喜
明
社
長
）
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
活
動
を
多
面
的

に
展
開
し
て
い
る
。
２
０
２
６
年
５
月

に
、
不
用
品
寄
付
サ
ー
ビ
ス
の
「
キ
フ

コ
レ
」
が
全
拠
点
で
開
始
し
た
だ
け
で

な
く
、
廃
棄
予
定
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
ウ
ェ

ア
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
て
で
き
た
ゴ

ル
フ
ラ
ウ
ン
ド
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
の
販
売

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

Ｔ
Ｃ
Ｓ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の
源
流
に

は
、
コ
ン
セ
プ
ト
・
こ
だ
わ
り
に
掲
げ

る
「
よ
ろ
こ
び
に
、
つ
づ
く
道
。
」
が

あ
る
。
茂
木
喜
嗣
副
社
長
は
「
社
員
が

中
心
と
な
っ
て
取
り
組
む
中
で
、
地
域

社
会
や
お
客
さ
ま
と
の
結
び
つ
き
を
深

め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

Ｔ
Ｃ
Ｓ
は
こ
れ
ま
で
、
自
動
車
の
不

トヨタカローラ埼玉

不要品寄付やアップサイクルで地域貢献不要品寄付やアップサイクルで地域貢献

同
じ
柄
が
二
つ
と
な
い
ゴ
ル
フ
ラ
ウ
ン
ド

ト
ー
ト
バ
ッ
グ

ＴＣＳ三郷上彦名で３月中に
｢キフコレ｣のトライアルを実施

盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
埼
玉
支
部
（
嶋
田
光
剛

支
部
長
）
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

と
連
携
し
て
同
講
座
を
催
し
た
。

ま
た
、
同
社
は
、
地
域
住
民
や
顧
客

と
の
接
点
を
広
げ
る
コ
ト
づ
く
り
活
動

と
し
て
、
各
店
舗
で
ダ
イ
ハ
ツ
マ
ル
シ

ェ
を
開
催
。
こ
こ
で
は
地
域
の
事
業
者

だ
け
で
は
な
く
、
県
内
の
「
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
」
に
出
店
機
会
を
提

供
し
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
も
つ

な
げ
て
い
る
。

同
年
３
月
に
Ｄ
テ
ラ
ス
川
口
店
（
Ｕ

―
Ｃ
Ａ
Ｒ
川
口
上
青
木
）
で
開
催
さ
れ

た
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
し
た
事
業
所
の
担

当
者
は
「
地
域
の
事
業
所
間
の
貴
重
な

情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
」
と

明
か
す
。
さ
ら
に
、
同
年
５
月
に
三
郷

店
で
マ
ル
シ
ェ
に
参
加
し
て
い
た
事
業

所
の
ア
ー
ト
展
を
初
開
催
す
る
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
に
挑

戦
し
て
い
る
。

埼
玉
ダ
イ
ハ
ツ
（
小
林
幸
彦
社
長
）

は
、
地
域
に
提
供
す
る
「
価
値
」
を
増

や
せ
る
「
モ
ビ
リ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
と
な
っ
て
地
域
住
民
の
暮
ら
し
を

支
え
る
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
標

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
自
治
体
と
の
連
携
協
定
に
と
ど
ま

ら
ず
、
ダ
イ
ハ
ツ
マ
ル
シ
ェ
な
ど
を
通

じ
た
「
コ
ト
づ
く
り｣

に
も
挑
戦
し
多

面
的
な
サ
ポ
ー
ト
の
実
現
を
目
指
す


同
社
は
、
産
官
学
民
で
連
携
し
、
高

齢
者
で
も
自
由
に
移
動
で
き
る
自
立
し

た
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を
図
り
、
「
健
康

安
全
運
転
講
座
」
を
定
期
的
に
実
施
す

る
。
２
０
２
６
年
４
月
に
は
浦
和
店

（
さ
い
た
ま
市
南
区
）
で
、
同
市
、
埼

玉
県
理
学
療
法
士
会
、
日
本
自
動
車
連

埼玉ダイハツ

地域への多面的サポート実現目指す地域への多面的サポート実現目指す
健康安全運転講座ではサポカーの
衝突被害軽減ブレーキを実演

ダイハツマルシェに複数の就
労継続支援Ｂ型事業所が出店

贈
先
は
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
よ
り
埼

玉
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
っ
た
応
募

の
中
か
ら
抽
選
で
10
カ
所
を
選
出
。
毎

年
、
多
く
の
施
設
か
ら
応
募
が
寄
せ
ら

れ
て
お
り
、
今
回
は
84
カ
所
か
ら
応
募

が
あ
っ
た
。

今
回
、
車
い
す
の
寄
贈
を
受
け
た
社

会
福
祉
法
人
常
磐
福
祉
会
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
常
磐
苑
（
埼
玉
県
吉
見
町
）

の
利
根
川
博
美
施
設
長
は
「
こ
こ
数

年
、
応
募
し
続
け
て
い
て
念
願
の
当
選

だ
っ
た
。
当
施
設
で
は
車
い
す
を
利
用

さ
れ
る
方
が
年
々
増
え
て
い
る
状
況
。

継
続
的
に
車
い
す
を
入
れ
替
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
で
非
常
に
あ
り
が
た

い
」
と
感
謝
を
述
べ
た
。
近
年
の
物
価

高
騰
で
車
い
す
の
値
段
も
上
が
っ
て
お

り
、
多
く
の
施
設
が
経
済
的
な
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
車
い
す
寄

贈
の
社
会
的
貢
献
度
は
年
々
高
ま
る
一

方
だ
。

同
社
の
25
年
度
に
お
け
る
車
い
す
寄

贈
活
動
に
対
し
て
、
埼
玉
県
社
会
福
祉

協
議
会
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
同
社
の
本
社
で
感
謝
状

贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、
同
協
議
会
の
金

子
直
史
副
会
長
よ
り
同
社
の
社
長
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
た
。
同
社
は
今
後
も
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
く
方
針

だ
。

日
産
プ
リ
ン
ス
埼
玉
（
須
山
義
弘
社

長
）
は
、
「
愛
の
車
い
す
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
と
し
て
２
０
１
４
年
度
か
ら
毎

年
、
県
内
の
社
会
福
祉
施
設
に
車
い
す

を
寄
贈
し
て
い
る
。
地
域
福
祉
へ
の
貢

献
に
加
え
、
同
社
の
社
員
が
各
施
設
を

訪
問
し
て
届
け
る
と
い
っ
た
活
動
を
通

じ
て
「
社
会
貢
献
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
積
極
的
に
取
り
組
む
」
と
い
う
社
風

の
醸
成
を
狙
う
。

25
年
度
は
計
10
台
の
車
い
す
を
寄
贈

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
寄
贈
し
た
車

い
す
は
累
計
１
２
０
台
と
な
っ
た
。
寄

日産プリンス埼玉

社会福祉施設に車いすを寄贈社会福祉施設に車いすを寄贈
同社の社員が寄贈先の各施設に赴き、車いすを届けている

各社の取り組み
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ナオイオート

ナオイの森ＥＣＯプロジェクトを推進ナオイの森ＥＣＯプロジェクトを推進

「緑の募金」感謝状贈呈式で感謝状を
受け取る熊城俊郎本部長

各店舗に募金箱を設置

ナ
オ
イ
オ
ー
ト
（
直
井
清
正
社
長
）

は
、
地
元
地
域
の
茨
城
県
で
独
自
の
手

法
に
よ
る
地
域
貢
献
活
動
を
模
索
し
、

２
０
０
９
年
に
茨
城
県
森
林
・
輪
業
協

会
緑
化
部
（
旧
茨
城
県
緑
化
推
進
機

構
）
と
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
が
自
然

に
親
し
む
た
め
の
環
境
整
備
「
ナ
オ
イ

の
森
Ｅ
Ｃ
Ｏ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
て
10
年
か
ら
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
る
。
21
年
度
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
貢
献
活
動
に
位
置
付
け
る
と
と
も

に
「
ナ
オ
イ
オ
ー
ト
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
」

を
掲
げ
た
。

09
年
12
月
よ
り
開
始
し
た
募
金
活
動

は
、
春
と
秋
に
各
店
舗
で
実
施
す
る

「
感
謝
祭
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
企
画
で
集
ま
っ
た
募
金
を

全
額
寄
付
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
に
、
活
動
内
容
の
見
直
し
を
図
っ

た
。
結
果
、
25
年
度
よ
り
イ
ベ
ン
ト
で

の
募
金
に
加
え
、
各
事
業
部
の
実
績
に

応
じ
て
募
金
を
ね
ん
出
す
る
方
式
へ
と

変
更
し
た
26
年
は
｢

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
２
０
２
６
全
社

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン｣

を
２
～
３
月
に
実
施


期
間
中
に
事
業
部
実
績
に
連
動
し
た
募

金
額
は
48
万
９
３
１
０
円
に
上
っ
た


こ
の
募
金
金
額
全
額
を
茨
城
県
森
林

・
林
業
協
会
緑
化
部
に
寄
付
し
た
。
こ

の
募
金
を
受
け
、
同
協
会
は
、
水
戸
市

内
で
「
緑
の
募
金
」
感
謝
状
贈
呈
式
を

開
き
、
同
社
第
３
事
業
本
部
の
熊
城
俊

郎
本
部
長
が
出
席
し
、
感
謝
状
を
受
け

取
っ
た
。

同
社
で
は
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

持
続
可
能
な
取
り
組
み
と
し
て
、
引
き

続
き
こ
の
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る

方
針
だ
。

ル
で
展
示
作

品
の
応
募
も

受
け
付
け
て

い
る
。
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
設

置
は
、
渋
川

店
内
の
「
ギ

ャ
ラ
リ
ー
渋

川
」
に
次
い

で
２
カ
所
目
。

同
社
は
こ
れ
ま
で
県
お
よ
び
市
町
村

の
社
会
福
祉
協
議
会
５
カ
所
と
連
携
協

定
を
締
結
し
て
お
り
、
今
後
も
各
地
域

の
店
舗
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
開
設
、
あ
る

い
は
小
規
模
な
地
域
情
報
発
信
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
を
検
討
す
る
。
佐
藤
社
長
は

「
弊
社
の
使
命
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

〝
カ
ー
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
〟
で
あ
る

こ
と
だ
が
、
同
時
に
地
域
に
寄
り
添
え

る
会
社
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
情
報

発
信
を
全
店
で
展
開
し
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
自
治
体
や
社
会
福
祉
協
議
会

の
皆
さ
ま
と
も
連
携
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
、
店
を
起
点
と
し
た

地
域
の
交
通
安
全
や
社
会
福
祉
の
情
報

発
信
お
よ
び
住
民
の
交
流
支
援
を
全
社

的
に
推
進
し
て
い
く
意
向
だ
。

群
馬
ダ
イ
ハ
ツ
（
佐
藤
順
社
長
）

は
、
本
社
併
設
の
前
橋
西
店
に
「
ギ
ャ

ラ
リ
ー
前
橋
西
」
を
開
設
し
た
。
店
内

の
一
角
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
開
放

し
、
同
社
の
顧
客
を
は
じ
め
地
域
住
民

が
創
作
し
た
作
品
を
展
示
し
て
、
来
店

・
来
場
し
た
人
へ
鑑
賞
の
機
会
を
提
供

し
て
い
る
。
ま
た
、
８
つ
の
展
示
ブ
ー

ス
の
う
ち
２
ブ
ー
ス
を
、
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
前
橋
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
提
供
し
、
地
域
福
祉
活
動
な
ど
の

情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
活
用
を
促

し
て
い
く
。

運
営
開
始
は
今
年
３
月
16
日
か
ら

で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
会
員

制
交
流
サ
イ
ト
）
な
ど
で
告
知
。
〝
群

馬
ダ
イ
ハ
ツ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
〟
の
タ
イ
ト

群馬ダイハツ

地域の情報発信に店内ギャラリーを開設地域の情報発信に店内ギャラリーを開設
前橋西店に開設した「ギャラリー
前橋西」

ピ
ン
グ
を
施
す
な
ど
、
産
官

学
連
携
に
よ
り
地
域
課
題
へ

の
実
効
性
と
発
信
性
の
両
立

を
図
っ
た
取
り
組
み
と
な
っ

た
。「

桐
生
ア
ロ
ハ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
は
、
富
士
ス
バ
ル

桐
生
店
が
地
域
の
桐
生
織
物

を
活
用
し
た
地
元
ブ
ラ
ン
ド

「
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｙ
Ｕ

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
」
と
群

馬
県
立
女
子
大
学
の
学
生
と
連
携
し
、

夏
季
の
オ
フ
ィ
ス
カ
ジ
ュ
ア
ル
用
ア
ロ

ハ
シ
ャ
ツ
の
共
同
制
作
に
取
り
組
ん

だ
。
学
生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
４
種
類
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
は
、
25
年

８
月
末
よ
り
桐
生
店
ス
タ
ッ
フ
が
夏
季

の
毎
週
末
に
着
用
し
て
お
り
、
接
客
の

現
場
そ
の
も
の
を
桐
生
の
伝
統
文
化
や

地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
伝
え
る
場
に
活
用

し
、
新
た
な
価
値
を
創
出
し
た
。

「
片
品
村
と
の
取
り
組
み
は
自
然
の

い
の
ち
を
守
る
実
践
、
桐
生
ア
ロ
ハ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
地
域
文
化
を
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
実
践
」
（
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
推
進
室
・
長
島
政
人
室
長
）
で
あ

り
、
い
ず
れ
も
自
治
体
・
大
学
・
地
域

と
継
続
的
に
関
係
を
築
き
な
が
ら
進
め

て
い
る
点
に
意
義
が
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
活
動
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

富
士
ス
バ
ル
（
斎
藤
郁
雄
会
長
兼
Ｃ

Ｅ
Ｏ
）
は
昨
年
度
、
地
域
と
の
共
創
を

軸
に
「
片
品
村
と
の
連
携
協
定
お
よ
び

車
両
寄
贈
」
と
「
桐
生
ア
ロ
ハ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
の
２
つ
の
取
り
組
み
を
、
そ

れ
ぞ
れ
自
治
体
と
大
学
と
の
産
官
学
の

連
携
に
よ
り
進
め
た
。

「
片
品
村
と
の
連
携
協
定
お
よ
び
車

両
寄
贈
」
で
は
、
富
士
ス
バ
ル
は
片
品

村
と
環
境
保
全
に
関
す
る
連
携
協
定
を

２
０
２
６
年
２
月
に
締
結
し
、
あ
わ
せ

て
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用

し
て
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
ス
バ
ル

「
ソ
ル
テ
ラ
」
を
片
品
村
へ
寄
贈
し

た
。
ソ
ル
テ
ラ
の
ボ
デ
ィ
に
は
群
馬
県

立
女
子
大
学
の
学
生
が
、
片
品
村
の
尾

瀬
の
湿
原
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ

富士スバル

産官学連携で地域と継続的関係構築産官学連携で地域と継続的関係構築
片品村へのＥＶ「ソルテラ」の
車両寄贈式典の模様

千葉マツダ

車いすの整備通じ地域とふれ合い車いすの整備通じ地域とふれ合い
社内の有志がボランティアで
車いすを丁寧にメンテナンス

協賛する車いすラグビーで迫力
ある試合が繰り広げられた

千
葉
マ
ツ
ダ
（
大
木
康
正
社
長
）

は
、
自
動
車
販
売
会
社
な
ら
で
は
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
地
域
が

抱
え
る
問
題
の
解
決
や
活
性
化
、
持
続

的
な
発
展
へ
の
貢
献
を
目
指
し
て
い

る
。自

社
資
源
の
活
用
を
目
的
に
、
新
た

に
始
め
た
の
が
社
内
の
有
志
に
よ
る
車

い
す
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
活
動
だ
。
県
内

の
公
共
施
設
に
は
寄
贈
さ
れ
た
多
く
の

車
い
す
が
あ
る
半
面
、
定
期
的
な
点
検

整
備
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
必
要

な
時
に
使
え
な
い
課
題
を
抱
え
て
い

た
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
普

段
か
ら
ク
ル
マ
の
整
備
を
行
う
メ
カ
ニ

ッ
ク
を
中
心
に
、
店
舗
ス
タ
ッ
フ
、
本

部
ス
タ
ッ
フ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
チ
ー
ム
を
結
成
。
昨
年
12
月

に
白
子
町
が
所
有
す
る
８
台
の
車
い
す

を
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
た
の
を
手
始
め

に
、
今
年
３
月
に
は
千
葉
市
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
18
台
の
車
い
す
を
点
検
整

備
し
た
。

同
社
は
ま
た
、
昨
年
か
ら
千
葉
市
を

活
動
拠
点
と
す
る
車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
チ

ー
ム
の
公
開
試
合
や
競
技
用
車
い
す
の

体
験
会
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
５
月

10
日
に
開
か
れ
た
日
本
と
韓
国
の
車
い

す
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
に
よ
る
公
開
試
合

で
も
協
賛
企
業
と
し
て
開
催
を
支
援


車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
へ
の
理
解
促
進
に
努

め
た

今
後
も
車
い
す
を
必
要
と
し
て

い
る
人
が
よ
り
活
躍
の
幅
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う

県
内
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
所
で
車
い
す
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

う
と
と
も
に

車
い
す
ラ
グ
ビ
ー
の
魅

力
を
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
く


ＣＮグループ

積立金や古着の寄付で社会貢献積立金や古着の寄付で社会貢献
昨年10月に千葉社協で行われた寄付式

グループ本社で開かれた
古着の贈呈式

千
葉
日
産
（
山
本
功
社
長
）
と
日
産

プ
リ
ン
ス
千
葉
（
豊
永
裕
次
社
長
）
、

日
産
サ
テ
ィ
オ
千
葉
（
太
田
学
社
長
）

の
Ｃ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
中
核
３
社
は
、
社
会

に
貢
献
す
る
企
業
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
を
推
進
し

て
い
る
。

千
葉
日
産
と
日
産
プ
リ
ン
ス
千
葉

は
、
２
０
２
４
年
か
ら
自
動
車
保
険
手

続
き
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
開
始
し

た
。
新
規
と
継
続
の
ウ
ェ
ブ
契
約
１
件

に
つ
き
23
円
を
積
み
立
て
、
そ
の
浄
財

を
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し

て
い
る
。
昨
年
は
、
４
万
２
７
６
０
件

の
手
続
き
で
積
み
立
て
ら
れ
た
98
万
３

４
８
０
円
を
寄
付
し
た
。
寄
付
金
は
、

交
通
遺
児
援
護
の
見
舞
金
や
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
助
成
金
と
し
て
活
用

さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｎ
グ
ル
ー
プ
は
、
社
員
か
ら
集
め

た
古
着
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
寄
贈
す
る
こ

と
で
、
発
展
途
上
国
の
学
校
運
営
を
支

援
す
る
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

寄
贈
は
23
年
７
月
か
ら
始
ま
っ
た
。

衣
替
え
の
季
節
を
迎
え
る
毎
年
春
と
秋

に
千
葉
日
産
と
日
産
プ
リ
ン
ス
千
葉
が

取
り
組
み
、
25
年
か
ら
は
日
産
サ
テ
ィ

オ
千
葉
も
こ
の
活
動
に
加
わ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
６
回
の
寄
贈
式
が
行
わ

れ
、
集
ま
っ
た
古
着
の
総
数
は
約
５
３

０
０
点
に
及
ぶ
。
贈
っ
た
衣
類
は
「
日

本
フ
ァ
イ
バ
ー
リ
サ
イ
ク
ル
連
帯
協
議

会
」
（
千
葉
市
中
央
区
）
が
国
内
外
で

販
売
し
、
必
要
経
費
を
差
し
引
い
た
収

益
が
パ
キ
ス
タ
ン
・
カ
ラ
チ
市
の
ス
ラ

ム
街
に
あ
る
学
校
の
運
営
や
施
設
の
管

理
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。

各社の取り組み
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